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▲好投をみせる上野由岐子投手

▲応援も白熱しました

　

７
月
５
日（
金
）か
ら
７
日（
日
）ま
で
の

３
日
間
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
国
際
大

会
「
第
２
回
東
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
の
開
催
は
初
め
て
の
こ
の
大
会
に

は
、
日
本
、
中
国
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ

ペ
イ
、
韓
国
と
大
学
日
本
代
表
が
出
場
し

勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。
初
日
の
日
本
対
中

国
で
は
日
本
代
表
の
エ
ー
ス
上う

え

野の

由ゆ

岐き

子こ

投
手
が
好
投
を
み
せ
中
国
を
２

－

１
で
下

し
ま
し
た
。

　

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
４
日（
木
）の
試

合
が
雨
で
中
止
に
な
っ
た
た
め
順
位
決
定

戦
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
予
選

リ
ー
グ
の
結
果
で
順
位
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
代
表
は
、
攻
守
と
も
に
安
定
し
た

プ
レ
ー
で
全
勝
し
優
勝
を
つ
か
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
学
日
本
代
表
も
日
本
代
表
か

ら
の
１
敗
を
守
り
健
闘
し
ま
し
た
。

▲団員の結束で準優勝を獲得 ▲ポンプ車操法の様子

▲日本代表対中国戦の様子

「
消
防
感
謝
祭
」
第
62
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

～
揖
斐
川
町
消
防
団
（
小
島
分
団
）
が
準
優
勝
～

第
２
回
東
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

～
日
本
代
表
が
連
日
好
プ
レ
ー
～

東アジアカップ結果
順 チーム 日本 中国 C・タイペイ 韓国 大学日本 勝 負 得点 失点

１ 日　本 ○２－１ ○３－２ ○７－０ ○１－０ ４ ０ １３ ３

２ 中　国 ●１－２ ○１２－５ ○５－０ ●０－５ ２ ２ １８ １２

３ C・タイペイ ●２－３ ●５－１２ ○９－０ ●６－１２ １ ３ ２２ ２７

４ 韓　国 ●０－７ ●０－５ ●０－９ ●０－７ ０ ４ ０ ２８

※ 大学日本 ●０－１ ○５－０ ○１２－６ ○７－０ ３ １ ２４ ７

※日本は２チームのうち、上位チームのみを最終決定順位とします

個人表彰
最優秀選手 日本 上野 由岐子（うえの　ゆきこ）

最優秀投手 大学日本 泉 礼花（いずみ　あやか）

最優秀打者 中国 李 欢（リ・ファン）

優
秀
選
手

中国 投手 王 兰（ワン・ラン）

C・タイペイ 投手 鍾 彗琳（チュン・フイリン）

韓国 投手 노 금란（ノ・クンラン）

日本 捕手 峰 幸代（みね　ゆきよ）

大学
日本代表 外野手 塚本 智名（つかもと　ちな）

　

８
月
４
日（
日
）、
真
夏
の
太
陽
が
照
り

つ
け
る
晴
天
の
下
、
可
児
市
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
緑
の
丘
で
、「
消
防
感
謝
祭
」
第
62

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

揖
斐
郡
の
代
表
と
し
て
揖
斐
川
町
消
防
団

（
小
島
分
団
）
が
出
場
し
準
優
勝
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
の
42
消
防
団
か
ら
各
地

区
の
大
会
で
選
ば
れ
た
30
隊
１
８
０
人
が

出
場
。
今
年
は
６
人
一
組
の
「
ポ
ン
プ
車

操
法
」
で
、
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
や
操

作
、
規
律
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

応
援
に
駆
け
付
け
た
消
防
団
員
や
家
族

ら
の
声
援
を
受
け
て
、
ど
の
隊
も
訓
練
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

恵
那
市
消
防
団　

　

準
優
勝　
　

揖
斐
川
町
消
防
団　

　

優
秀
賞　
　

中
津
川
市
消
防
団　

　
　
　
　
　
　

高
山
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

美
濃
加
茂
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

瑞
穂
市
消
防
団

　

優
良
賞　
　

土
岐
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

下
呂
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

神
戸
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

本
巣
市
消
防
団
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７
月
９
日（
火
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
で

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
取
り
組
み

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
夏
休
み
の
ラ
ジ

オ
体
操
、こ
の
日
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
体
操
指
導
者　

西
川
佳
克
さ
ん
と

元
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
大
橋
美
加
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
基
礎
を
学
び

ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
１
３
０
人
の
参
加
が
あ
り
熱
心
に
体
の

動
き
を
確
認
し
な
が
ら
動
作
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。
普
段
、
何
気
な
く
行
っ
て
い
る

人
も
多
い
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
動
き
に
役
割
が
あ
り
、
的
確
に
動
か

す
こ
と
で
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

▲交通安全を呼び掛ける参加者

▲ラジオ体操を学ぶ参加者

▲認定証を受けとる児童

小
学
生
県
外
研
修
派
遣
認
定
式

～
農
業
体
験
・
漁
業
体
験
で
交
流
～

　

７
月
９
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
小

学
生
県
外
研
修
派
遣
事
業
の
認
定
証
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
に
参
加
す
る
児
童
は
、

町
内
小
学
生
20
人
で
、
研
修
先
は
、
友
好

都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
北
海
道
芽め

室む
ろ

町

と
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
全
国
連
絡
協
議

会
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
い
る
高
知
県
宿す

く

毛も

市
で
す
。

　

児
童
ら
は
、
北
海
道
の
大
規
模
農
業
や

高
知
県
の
漁
業
な
ど
を
体
験
し
て
、
現
地

の
人
々
と
交
流
し
見
聞
を
深
め
ま
す
。

　

派
遣
団
の
児
童
は
、「
農
家
の
生
活
を

知
り
良
さ
を
学
び
た
い
」「
自
分
の
町
と

の
違
い
を
見
つ
け
た
い
」
な
ど
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

派
遣
団
は
、
８
月
23
日（
金
）か
ら
27
日

（
火
）の
日
程
で
研
修
を
行
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

～
基
礎
を
学
ん
で
健
康
づ
く
り
～

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
啓
発

～
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～

　

７
月
12
日（
金
）、
夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
（
７
月
11
日
～
20
日
）
に
合
わ
せ
て

交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
交
通
安
全
対
策
協
議
会
や
交
通
安

全
女
性
、
交
通
安
全
協
会
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
布
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

13
日（
土
）に
は
、
二
輪
車
の
愛
好
者
等

に
よ
る
ラ
イ
ダ
ー
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
二

輪
車
な
ど
30
台
が
模
範
運
転
で
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
揖
斐
郡
内
で
死
亡
事
故

が
３
件
（
７
月
末
時
点
）
発
生
し
て
お
り

揖
斐
警
察
署
に
よ
る
取
り
締
ま
り
の
強
化

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲叙勲の伝達が行われました

叙
勲（
旭
日
単
光
章
）受
章

　
　

５
月
14
日（
火
）に
亡
く
な
ら
れ
た
山や

ま

本も
と

弘ひ
ろ

司し

さ
ん
（
谷
汲
岐
礼
）
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族

へ
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
平
成
元
年
９
月
か
ら
平

成
13
年
８
月
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
旧
谷

汲
村
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
を
図

り
、
福
祉
施
設
等
の
整
備
に
も
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
平
成
９
年
９
月
か
ら
平
成
10
年
８

月
ま
で
と
平
成
12
年
９
月
か
ら
平
成
13
年

８
月
ま
で
の
２
年
間
は
、
副
議
長
と
し
て

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

多
大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。



Public Information IBIGAWA 4

▲広域農道を除草する参加者

▲坂内を目指すランナー（藤橋地域）

▲創作音楽劇での龍神と夜叉姫

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

～
伝
説
の
龍
神
が
舞
う
～

夜
叉
ヶ
池
伝
説
マ
ラ
ニ
ッ
ク

～
１
３
５
㎞
を
踏
破
～

セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い
び
が
わ
が

観
光
ル
ー
ト
ア
ク
セ
ス
道
路
を
除
草

　

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
が
、
７
月

27
日（
土
）遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
会
場
で
行

わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
、
約
２
０
０
０
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
約
１
３
０
０
年
前
か

ら
伝
わ
る
夜
叉
ヶ
池
伝
説
を
再
現
す
る
創

作
音
楽
劇
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
長
浜
市
木
之
元
町
の
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
、
太

鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
叉
ヶ
池
伝
説
は
、美
濃
の
国
神
戸（
現

在
の
神
戸
町
）
の
郡
司
が
、
恵
み
の
雨
の

返
礼
に
娘
を
夜
叉
ヶ
池
に
す
む
龍
神
に
嫁

が
せ
た
と
い
う
話
で
す
。
創
作
音
楽
劇
に

は
、
坂
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や
地
元

住
民
ら
総
勢
40
人
が
出
演
し
、
夏
の
夜
に

幻
想
的
な
伝
説
が
蘇
り
ま
し
た
。

　

７
月
27
日（
土
）と
28
日（
日
）の
２
日
間

を
か
け
て
、
夜
叉
姫
ゆ
か
り
の
神
戸
町
か

ら
坂
内
の
夜
叉
ヶ
池
ま
で
を
往
復
す
る

「
夜
叉
ヶ
池
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ー
ス
延
長
が
１
３
５
㎞
と
い

う
過
酷
を
極
め
た
こ
の
大
会
に
は
今
年
も

全
国
か
ら
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
初
日
の
27
日
は
、
神
戸
町

役
場
を
ス
タ
ー
ト
し
て
揖
斐
川
沿
線
を
走

り
坂
内
の
道
中
ま
つ
り
の
会
場
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
早
朝
に
坂
内
交
流
セ
ン
タ

ー
を
出
発
し
て
夜
叉
ヶ
池
ま
で
の
山
道
を

駆
け
登
り
、
折
り
返
し
て
神
戸
町
役
場
を

目
指
し
ま
し
た
。
真
夏
日
と
な
っ
た
両
日

で
し
た
が
、
強
靭
な
参
加
者
ら
は
颯
爽
と

揖
斐
川
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

７
月
27
日（
土
）、
町
内
の
建
設
業
な
ど

で
組
織
す
る
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い
び
が
わ

が
、
町
内
の
観
光
ル
ー
ト
ア
ク
セ
ス
道
路

の
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
の
は
、
町

内
の
建
設
、
電
気
、
水
道
業
者
な
ど
60
社
、

総
勢
65
人
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
東
ノ
山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
井

ノ
口
橋
ま
で
の
沿
道
や
谷
汲
の
岩
坂
ト
ン

ネ
ル
の
周
辺
、
さ
ざ
れ
石
公
園
な
ど
町
の

観
光
ル
ー
ト
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い
び
が
わ
の
久く

保ぼ

田た

一か
ず

成な
り

会
長
は
「
帰
省
な
ど
来
訪
者
が
増
え

る
お
盆
前
に
除
草
を
し
て
き
れ
い
な
町
を

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲ぬりえを手渡しました

　

７
月
19
日（
金
）、
夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
の
一
環
と
し
て
、た
に
ぐ
み
幼
児
園

の
園
児
が
地
域
の
介
護
老
人
福
祉
施
設

「
ハ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ヂ
谷
汲
の
杜
」を
訪
れ
入

所
者
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る「
交
通

安
全
啓
発
の
ぬ
り
え
」を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ぬ
り
え
に
は
、「
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
を

わ
た
ろ
う
」「
や
こ
う
タ
ス
キ
を
つ
け
よ

う
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
イ
ラ
ス
ト
が

描
か
れ
て
お
り
園
児
ら
が
各
々
に
着
色
し

て
交
通
安
全
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

園
児
の
心
の
こ
も
っ
た
ぬ
り
え
を
受
け

と
っ
た
入
所
者
は
、「
あ
り
が
と
う
。
気
を

つ
け
る
ね
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

の
河
太
郎
も
啓
発
に
訪
れ
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
を
啓
発

～
園
児
の
ぬ
り
え
で
事
故
ゼ
ロ
～
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▲大盛況の屋台村▲ 6,500 発の花火が夜空を彩りました

▲品評会の様子

第
14
回
久
瀬
花
き
品
評
会
開
催

　

８
月
４
日（
日
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
あ

り
が
と
う
花
火
が
揖
斐
川
河
畔
、
揖
斐
川

町
役
場
か
ら
前
島
橋
を
中
心
に
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
の
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る
こ
の

花
火
大
会
で
は
、
願
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
シ
ー
ル
を
花
火
玉
に
貼
っ
て
打
ち
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
約
６
５
０
０
発
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
訪
れ
た
人
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
民
踊
流
し

お
ど
り
」や
役
場
駐
車
場
で
開
か
れ
た「
屋

台
村
」
な
ど
の
催
し
も
あ
り
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。
通
り
は
祭
り
を
楽
し
む
浴

衣
姿
の
来
場
者
が
あ
ふ
れ
、
夏
の
夜
の
情

緒
を
醸か
も

し
て
い
ま
し
た
。

▲芽室町の児童と交流を深めました

　

揖
斐
川
町
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
北
海
道
芽
室
町
の
小
学
生
７
名
が
、

７
月
29
日（
月
）か
ら
８
月
１
日（
木
）に
か

け
て
町
を
訪
れ
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
30
日（
火
）に
は
、
桂
茶
生
産
組
合
の

お
茶
畑
で
の
お
茶
摘
み
を
行
っ
た
り
、
老

舗
の
染
物
店
（
桑
名
屋
）
で
染
物
に
挑
戦

す
る
な
ど
芽
室
町
に
は
な
い
揖
斐
川
な
ら

で
は
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
31
日（
水
）に
は
、
谷
汲
小
学
校
の

６
年
生
の
児
童
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

谷
汲
小
学
校
で
は
、
お
互
い
の
町
や
学

校
の
特
色
を
発
表
し
た
り
谷
汲
小
学
校
の

児
童
ら
が
谷
汲
踊
を
披
露
し
て
芽
室
町
の

児
童
ら
も
シ
ナ
イ
や
太
鼓
を
着
け
て
踊
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

北
海
道
芽
室
町
と
学
校
間
交
流

～
互
い
に
知
り
合
い
深
ま
る
友
情
～

い
び
が
わ
の
祭
り
開
催　

～
６
５
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る
～

　

８
月
１
日（
木
）久
瀬
公
民
館
で
、
久
瀬

花
き
生
産
組
合
主
催
に
よ
る
「
第
14
回
久

瀬
花
き
品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
菊
52
点
、し
き
み
28
点
が
出
品
さ
れ
、

色
や
形
、
つ
や
、
商
品
性
な
ど
を
基
準
に

審
査
を
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
知
事
特
別
賞
は
、
小
菊
を
出
品

さ
れ
た
、
高た

か

橋は
し

仁に

王お

次つ
ぐ

さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
切
花
の
部
（
小
菊
）

金
賞
（
町
長
賞
） 

山や
ま

本も
と　

友と
も

之ゆ
き

さ
ん

銀
賞
（
岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞)

 

村む
ら

瀬せ　

佐さ

一い
ち

さ
ん

銅
賞
（
い
び
川
農
業
協
同
組
合
長
賞
）

 
長な

が

屋や　
　

薫
か
お
る

さ
ん

奨
励
賞 
長な

が

屋や　

建た
つ

志し

さ
ん

■
枝
物
の
部
（
し
き
み
）　

金
賞
（
議
長
賞
） 

高た
か

橋は
し　
　

努
つ
と
む
さ
ん

銀
賞
（
揖
斐
農
林
事
務
所
長
賞
）

 

鳥と
り

井い　

平へ
い

二じ

さ
ん

銅
賞
（
久
瀬
花
き
生
産
組
合
長
賞
）

 

高た
か

橋は
し

せ
つ
子こ

さ
ん

奨
励
賞 

高た
か

橋は
し　

時と
き

江え

さ
ん


